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１．はじめに 

単一臍帯動脈（Single Umbilical Artery、以下、SUA）とは、胎子期に通常 2本ある臍

動脈のうち 1 本を欠く先天性の奇形である。ヒトでは、0.2~1.0%の割合で発生し、奇形が

併発することもあり、泌尿器系、消化器系や神経系などの奇形併発率は 7~55%といわれて

いる。また、子宮内胎児発育遅延や子宮内死亡例の報告もある。 

 一方、牛では、米国で 1985年に Steinらがホルスタイン種の雄で SUAを認め、循環器

系、泌尿生殖器系や消化器系で奇形がみられたことを報告した［1］。 

一般的に、牛では、奇形が合併することが多く［2,3］、鎖肛や心疾患と併発する奇形につ

いてまとめた報告が多数ある［4,5,6,7］。しかし、国内では、牛の SUA と合併奇形の報告

例は見当たらない。そこで、今回、新生子牛に SUAを含め複数の先天性奇形が認められた

症例に遭遇したので報告する。 

 

２．発生概要 

農場は乳用牛を約 100頭飼育する酪農場である。 

患畜は、交雑種の雄、1日齢である。平成 24 年 8 月 14 日に出生し、翌日に共済獣医師

から検査の依頼があり、病理解剖を行った。 

 

３．結果 

①解剖所見 

外貌は無尾であり、肛門が欠損していた（図 1）。 

心臓は、心室中隔欠損、大動脈騎乗、肺動脈

狭窄および右心室肥大の 4種の異常がみられた

（ファローの四徴）。 

臍動脈は右側のみ認められ、肥大し、SUA

であった（図 2,3）。尿膜管は残り、膀胱は十分

に形成されていなかった。 

直腸は、尿道に接し、直腸尿道瘻を形成して

いた（図 4）。 

腎臓は、皮質と髄質が不明瞭で、微小嚢胞が多発していた（多嚢胞腎）。 

眼は、左眼が通常よりも小さく、瞳孔はやや下方に寄り、眼球内には茶褐色の粒状の組

織が認められた。右眼は、眼瞼裂が小さく、眼窩も浅く小さかった。本来、右眼球がみら



れる部位には、眼球様組織が痕跡程度にみられ、

視神経は確認できなかった。頭蓋底では視神経

交叉がなく、右側の視神経管が形成されていな

かった。 

②病理組織学的検査 

20％中性緩衝ホルマリンで固定後、ヘマトキ

シリン・エオジン染色を行った。 

腎臓では多数の嚢胞が形成されており、多嚢

胞腎と診断した（図 5）。 

左眼球は、網膜の一部が下方に塊状に形成さ

れ、虹彩と毛様体の組織は脈絡膜内に入り組む

ようにみられた。水晶体の後面では変性がみら

れた。右眼球は、正常な眼球の構造はみられず、

脈絡膜や毛様体でみられる色素細胞がみられた。 

③ウイルス学的検査 

牛ウイルス性下痢粘膜病の PCR 検査は陰

性であった。 

④細菌学的検査 

心臓、脾臓、肺、肝臓、腎臓の培養を行ったが、有意な菌は分離されなかった。 

⑤血液生化学的検査 

Cre や K、Mg が高値を示しており（図 6）、

泌尿器系の機能不全による影響と推測された。 

以上の結果から、本症例は SUA を含め、循

環器系、消化器系、泌尿器系、感覚器系や運動

器系で複数の先天性奇形を認めたため、新生子

牛の多発性奇形と診断した。 

 

４．まとめ 



 牛では、これまで多数の臓器で奇形が報告

されている。しかし、SUAについては、症例

が少なく、文献上では 1985年に報告されてい

るのみである。この発生例と本症例の共通す

る奇形は鎖肛と直腸尿道瘻のみであった（図

7）。牛の鎖肛に併発した奇形の調査によると、

瘻の形成、単腎・癒合腎、潜在精巣、心奇形、

内水頭症、脊柱彎曲や無尾などが報告されて

いる［4,5］。これらの結果は、SUA を伴った

牛でみられた奇形と共通する所見も多いが、SUAの報告はなかった。 

牛のSUAの報告が少ない理由として、ヒトでは出生前に超音波検査により診断されるが、

牛の場合は基本的に剖検して初めて確認されることが挙げられる。また、鎖肛を含め、奇

形を伴った牛の場合は、出生後早期に死亡するなどして、検査にまでまわされていない可

能性もある。 

しかし、ヒトの SUAは奇形のほかに、子宮内胎児発育遅延を伴うこともあるため、今後

は、牛の SUAの実態を調査するためにも、奇形や虚弱の牛の臍動脈の観察に注意が必要で

ある。 
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